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1
.

( 1 ) 子 式 =
3 (2x - 35 ) + 2 (x t 4y )

12

=

6 x - 9 y + 2x ← 8 y

12

8x - y
二

12
mmm

( 式 =遊

!☆=-* -落
二

= - 2 - 56

( 3) A = (x - 7 ) とおくと､

(x-7 )
=

4 ( x- 7 ) = 0
② A

2
- 4 A = 0

⇒ A ( A - 4 ) = 0
:

" A = 0
,
4

A = x - 7 より
x- 7 = 0 ,

x
- 17 = 4

よて

x = 7
.
l

～～



(4 )
y = - 出 x "において x == 6 のとき

感. Y = -# × [-6 )
2

= - 9
Y の 変域 が - 16 ≤ Y ≤ b より

-16-…
…

グラフの 範囲
～～～

はな 国 のように

y= - 出x《 なる

よって 一 16 ≡ Y ≡Q

また
｡
Y = - 16 のとき

- 16 = -4 x *
x
= 64 " x =± 8

り “ うつの範 囲 から x 7 - 6 なので x= 8

よって
x

の 変域は - 6 ≤ x ≡.
以上 より

,

a = 8
m

.bm

(5) まず x が 自然数
～

のときを 考える

xと吉 x がともに自然数 となる xは

12 と20の 最小公倍数 であるから x =60である
このとき

× 60 = 35 × 5 = 5凸

台 × 60 = 21 × 3 = 3凸



であるから 共通 の 7 で 割 ても 自然数 となる
よってて

逃
( 6 ) (箱A のカード

,
箱 B のカード ) と 書 くこととする

( 1
, 4 ) ⇒ a = 3 + 5 = 8

.
b = 6 + 8 = 14

.

C = 14 4 = 5 . cca < b

( 1
,
6 ) ⇒ a = 3 t 5 = 8

,
b = 4 + 8 = 12

C = It 6 = 7 i . cca cb

( 1
,
8) ⇒ a = 3 t 5 = 8 .

, b = 4 + 6 = 10

C = 148 = 9

( 3 , 4 ) ⇒ a = 1 t 5 = 6
.

'

b
accb
～t 8 = 14

C = 3 t 4 = 7 . .accabmm
( 3 , 6 ) ⇒ a = 1 + 5 = 6

.
b = 4 + 8 = 12

C = 3 t 6 = 9

(3 , 8 ) ⇒ a = 1 + 5 =
6

.
' faccb
～ 4 t 6 = 0

C = 3 t 8 = 1
i

: a cbcc
.

(5
,
4 ) ⇒ a = 1 + 3 = 4

,
b = 6 + 8 = 14

C = 5 + 4 = 9

(5 , 6 ) ⇒ a = 1 + 3 = 4

,

"
治 acc
～ 4 + 8 = 12

C = 5 t 6 = い

( 5
,
8 ) ⇒ a = 1 t 3 = 4

.

'
"faccb
～ + 6 = 10

C = 5 t 8 = 13 : acbcc



以上 より 求 める確率は
(7 ) a の 百 の 位 を x , + の 位をY 一 の 位 を Z とする

ただし ≡ x 1≤≤9 ～
の

含まない
O ≤ Z ≡ 9 である

O は 含 まな …
A = lO0x t 10 YTZ

また ,
b は a の 百 の 位 と + の 位 を 入 れ替えたので
b = 100 Y t 10x tZ .

- √ 1 oox+ ioytz - ( ioof + iox +Z )2

=

90x-
0.

～ 8.

: √ 9 ( l0x - i0 y ) k = 1

2

x - y =5
= 3 √5x - 5 Y

これが 自 然数 となるから 5x - 5 y = 5 (x - y )

は平方数である ｡ よて K を 自然数 として
25 (x - y ) = 5 × 5 k

m ～ m

ー
→ 5 k= (5k )

2

: " x -y = 5 k 2

ここで 1 ≡ x ≤ 9
,

1 ≤ Y ≡ 9 より
x - y の 最大値 ⇒ 9 - 1 = 8



x - はの最小値 ⇒ x = とのときで .
であるから x なのとりうる 値 は 0 ～ δ である
よっ

5 k2 = 0
.

1
,

2
,

3
.

4
,
5
.

6
.
7
,
8

でありこれをみたす k はね = 1 のみよて
x - y = 5
mmm

ーの

また A の 各位 の 和 が 20 だから
xtytZ ⑪
～

ー ②

① t ② より

: 点! 翌 が 自然数
⇒ 25 - Z は 2 で 割 り
切 れる ↑ .

xは 1 E x ≡ 9 をみたす 自然数 だから 25- Z は
～

偶数である
～

よてでは奇数
～

Z = 9 ⇒=8
ε= 7→ = 9

} ok
2

z =5= 10 } NG2

Z = 1 , 3 も x ≡10 となるから不適 よて
Z = 9

. 7
m～



( : ) ε = 9 のとき

① .
② より x =8 を ① に代入 して
x - y = 5 8 - y = 5

* ) x t は = 1 y = 3
～

2x = 16

x = 8
w

( i ; ) Z = 17 σ とき
の ② より x = 9 をのに代入 して
x - y = 5 9 - y = 5

+ ) x ty = 13 y = 4
m

2x = 18

x = 9
～

以上 より 839 947 ～
～

( 8 )

AD 1 Y軸
,
BC 11 Y軸

F り AD /BCC

よって JABCD は 台形である
｡

Aは n : f 上 の点 で

- 3
.

x = 1 なので
∞

1

Y =D = b : Al 1
,
b )



B は m : y = axc の 点 で x= - 3 なので

Y = ax [ - 3 ) 2

= 9 a : BC - 3 , 9a )

1

l の 傾 きは - 2 で 1次関数では 傾 き = 変化の

割合 だから
1 Yの増量

傾き = - 2
=

x の 増加量 B (-3,9a ) 1 ト(
-

3 )

く d

=

b - 9 a ム
b - aa ^ A ( 1

, b )

1 に( -3 )

=
よて

1

-
2
=
4

⇒ - 2 = b - 9a

:
. 9 a - b = 2 一⑦

また

BC = 9a - 0 =9

直線 B 0 は y = - 3ax
～

であり D は 直線 BO ± の

原点 と B (-3 , 9a ) を 通 る



点 で x=1 だから

y = - 3 a : D ( 1 - 3a )

よって

ADm = b - (- 3a )
= 3 atb
～

ABCD の 面積が 17 cm だから

Ix ( 3atb ～ t9 a
～

×出 = 17

上底 下底 高さ

⇒ 2 ( 12 a tb ) = 17

や 24 a + 2 b = 17 ー ⑨

⑦
,
⑨ を 連立 させて

{ 9 a - b = - 2 ー ⑦
24 a + 2 b = 17 ー⑨

⑦× 2 t ⑨ より a = 土 を ⑨ に代入 して

18 a - 2 b = 4
24 × 上 + 2b = 17

+ ) 24 a t 2 b = 17
42a = 21 2 b = 17 - 12

a = 土
:徴

a 70 , b 7 0より問題に 適 する

よて
a

= 上 , b = 05
～L



2
.

( 1 ) の①
半径 が2 cm , 中心角 が
A

^ のおうぎ形 だから
面積 は

4 2 ×2 ×π ×36
ー 八

a 2
Cm

ー
ュ
/

幽

0

DBDO と LAECにおて

同 じ 弓弘 に対 する 円周角は
m～

→
⑨ 等 しから DCT

00
LDBO = LEAC一⑦

XX X AB = 2 BD だから
0 X

0 LAOB = 2 LBOD

よって

LBOD = ILAOBー⑨
/つの 弧 に 対 する 円周角 の 大 きさはその 日 に対 する
中心角 の 大 きさの 半分 だから



LACE = ILAO 1B 一ウ

⑩
.
⑨ より
LBOD = LACE ー ②

⑦
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しから
O BDO S OAEC (証明 わ終 り )

(2) ①
( ) ② より OBDOS LAEC

だから 対応 する 辺 の 比は

等 しい ｡よて

ーチー ⑩吟: AC
.心 3 ノノ

よって
2

ー 2 : 3 = 2 : AC

: . Ac = 3m
～

OABC は ∠ BAC = 90 ~ の 直角 ≡角形 であり
BC = 4 cm

.

AC = 3 cm だから 三 平方 の 定理 より

AB =

10. 9ー
= N7 cm
mm～



②
() ② より
∠ BOD = LACE ー ⑪

* 対頂角 は 等 しから
3

∠ BOD = ∠ CO F 一⑨
2

\ ⑦
.
, ⑨より 0FCOは

\
.
, ニ 等文三角形0 . 刀

また OOAC は OA = Oc

の 二等辺三角形 だから
LOCA =∠ OAC 一回

したがって OOAC と OFCO は 症角 が 等 し =等辺
三角形 だから OOAC ∞ O FCO

対応 する 辺 の 比 は 等 しいから
L : FC =
2

よて

3 FC = 4 " F c = cm

AC = 3 cm より
4

AF = 3 - 子
m

= 5 cm

m～



ょて OABF で 平方の

ー 定理 より
ィ 笥

｣
r . BF = √"

:
5 ()～
ー

ニ

“m答

3
m

3
.

( ) ①

議
①……

産
.

1

:
はー 4

O BC F を FC を軸 として 回 転させたときの 立体
は 右 上 ののようになる 回転してできる 円 の 中心

を θ とする
｡

D G FB C は 正方形 だから LFBC = 900



よって □ FBC は 直角 = 等辺三角形 である

及 よて
4 i｡ 4 FB : BC : FC = に 1 昨

2☆
^ ^ .
F \

2Ʃ
ノ

C : E: FC = 1 に 3
4

したが ｡ て FC = 43 cm
.
点 O は FC の 中 点 だから FO = 25cmmmm
O BFO で 三平方 の 定理 より

BO =√42- ) 2)
= 203 cm
m

したがって 求 める 体積 は

1
=2√≡×2☆π ～ ×× 5 π cm?

mm

iin

円 O の 面積

② 立体 の 三平方 の 定理
2÷ 4 より

× .
\ Ec =√42 + 42 ± 22

4 =√ 16 + 16 t4

^ = 問
= 6 cm
mim



③

OCFB とO CJK において
JKIFB より 同位角 が等 しから
LCFJ = LCJK ー ⑦
LCJ F = LCKJ ー⑨

⑦
.
① より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので
L CFB ∞ OCJK

よて
FB : JK = CF : CJ
～

ー 回

OCE F と OCIJ において

IJ YEF より 同位角 が等
しから
LCEF = LCIJ ー ⑪
LCFE = LCJI ー ⑨
②⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ

.

4 ノ 等 しので
OCEF∞ L CIJ



よて

CE : CI = CF : CJ
～

ー ⑦

⑤
,
⑦ より
FB : JK = CE : CI ー ②

: : で EI = x とお CE .EI = JKより JK =
x

また
,
CE = 6 より CI = 6 - x

.
よって ② より

4 = x = 6 : 6 - x

⇒ 4 ( 6 - x) = 6 x
兆 24 - 4x = 6 x

=⇒く - 10 x = -24

: .x =号
ょって EI =号cmm
(2 )

@R
① × 直線 AB と直線 CD の

x. 交点 を P とする ｡

ン N また PD = xcm とする
ー

2

.
3 OPAD と OPBCによて

^
ADIBC より

; LPAD = LPBC ー⑦
ノ LPDA = LPCB ー⑨

4
ー



⑦
.

⑨より 2 組の 角 がそれぞれ 等し … ので
LPAD SO PBC

よて

=聖xt 4
:
.
x : x t 4 = 1 : 2

⇐ 2x = x + 4

.
. x = 4 cm

また OPAD と O POMにお

AD 1 OM より 同位角 が 等 しから
LPAD = LPOM 一 ⑨
LPDA - LPMO ー

⑨
,② より 2組の 角 がそれぞれ 等 しから
OPAD ∞ 0 POM

よて

OM
: . 40 M = 14

0 M = m
～



③ 難問

( ; ) 求 める 体積 = 立体 A - 立体B

=
ー

( ii ) 立体 B = 立体 C + 立体 D

二 R t ⑦

R
⑦

Q Q



｡ 立体 A についてて

ー 4
2+ 4 ) × 4 × 王 × 4

. ～
w

ーユー 1 台形ABCD 高 さ

4
= 48 cm

3

-
4
,
" um

｡ 立体 C について
FN = AR

,
HL = DR となる

ょうに 点Q . R を定 める

R
⇒QR の 長さを 求 める ｡

⑦

Q
( 2) ① と 同様 に AB , CD
の 交点 を P とする

ん PAD と OPQR におい
p ADIQR より 同位角 が等 しい

から

∠ PAD =LPQR ー
∠ PDA -LPRR 一⑨

⑦ ↑R ⑦ ① より 2組 の 角 がそれぞれ
Q

等 しから
OPAD ∞ OPQR .



よて

:際 = QR
4

(2 )① より

⇒ 4 QR = 10

: . QR =
5

よって
ー 4
.

^
2 \
,

習齢
2)
*ARRD“ 嘗
= 9mw

｡ 立体 D について
DC = 4

. DR = 1 .Mc = 1 より

RM = 2

｣
Ʃ ､

ェー R
立 体 D は 断頭 三角柱
～

で
ー

5

⑦

Q あるから

ー号
/

2 × 4 × 上人 3なな
RtOH

m～

oLMR

= 4 ×号 × 5 - cms
3

mm



｡ 立体 B について
立体 B = 立体 C + 立体 D

= 9+
= 号 cm

3

m

以上 より 求 める 体積 は

立体A 一立体 B = 48 .

=1 一号
=cm3

im

(参考 ) 断頭 三角柱

. 体積 = S×
1

C

a

いぶ上面積s


